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 と
も
に
学
び
、
と
も
に
笑
い
、
と
も
に
挑
み
続
け
た
一
年 
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卒
業
式
・
修
了
式
が
目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
四
月
の
学
校
便

り
に
「
ほ
め
る
種
を
ま
く
こ
と
」
の
大
切
さ
を
書
き
ま
し
た
。
大
村

は
ま
先
生
の
「
子
供
を
ほ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
も
、
い
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
ほ
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
め
る
こ
と
が
出

て
く
る
よ
う
に
、
ほ
め
る
種
を
ま
い
て
い
く
こ
と
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。」（
『
灯
し
続
け
る
こ
と
ば
』
）
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
。 

ほ
め
る
こ
と
が
出
て
く
る
よ
う
に
教
職
員
や
周
り
の
大
人
が
働
き

か
け
る
こ
と
で
、
子
供
は
成
長
し
ま
す
。
実
は
、
働
き
か
け
を
工
夫

す
る
こ
と
で
教
職
員
や
大
人
も
成
長
す
る
の
で
す
。
今
年
度
の
脇
本

小
の
働
き
か
け
＝
挑
戦
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

一
番
大
き
な
挑
戦
は
、
従
来
の
取
組
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
視
点
を
加

え
た
こ
と
で
す
。
今
年
度
は
、G

IG
A

ス
ク
ー
ル
元
年
と
言
わ
れ
、

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
教

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
に
、
脇
本
小
で

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
生
活
科
の
町
探
検
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
写
真
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
撮
っ
て
ま
と
め
る
。
総
合
的
な
学
習
で
ウ
ミ

ガ
メ
や
郷
土
の
良
さ
に
つ
い
て
調
べ
て
こ
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
他
校

と
発
表
し
合
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
参
加
し
、
南
極
や
外
国
の

環
境
や
文
化
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
ぶ
。
社
会
科
の
自
動
車
工
場
の
見

学
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
を
行
う
。G

IG
A

タ
イ
ム
で
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
。
授

業
で
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
毎
日
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
う
。
教
職
員
の
日
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

子
供
と
子
供
、
子
供
と
社
会
を
つ
な
ぐ
取
組
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
外
部
人
材
の
活
用
も
進
み
ま
し
た
。「
あ
く
ね
よ
か
と
こ
教

育
事
業
」
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ミ
ガ
メ
・
シ
ロ
チ
ド
リ
会
と
の
連

携
や
新
田
川
環
境
調
査
、
寺
島
会
の
歴
史
学
習
、
地
域
指
導
者
に
よ

る
山
田
楽
、「
ト
ト
ロ
の
へ
や
」
の
読
書
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
味

噌
作
り
、
学
校
運
営
協
議
会
に
よ
る
「
子
供
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」
取

組
な
ど
。
既
存
の
取
組
に
一
工
夫
加
え
る
こ
と
で
学
び
の
質
が
上
が

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
視
野
が
広
が
り
主
体
性
や
探
究
心
が
育
ち
、

子
供
に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
作
戦
！
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

体
力
・
運
動
面
で
は
、「
一
校
二
運
動
」
の
設
定
に
よ
り
、
か
け
足

だ
け
で
な
く
、
縄
跳
び
運
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
遠
泳
大
会
も
プ
ー
ル
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
一
人
で
は

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
、
一
緒
に
頑
張
る
友
達
が
い
る
と
諦

め
ず
に
頑
張
り
続
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
み
ん
な

で
努
力
す
る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。 

脇
本
小
で
は
、
教
職
員
が
子
供
を
ほ
め
る
種
を
ま
く
た
め
に
指
導

方
法
を
学
び
な
が
ら
、
子
供
の
成
長
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
子
供
た

ち
は
、
学
級
・
学
校
・
地
域
の
一
員
と
し
て
学
び
合
う
こ
と
の
喜
び

を
味
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
職
員
と
子
供
は
標
題
に
あ
る
「
と

も
に
学
び
、
と
も
に
笑
い
、
と
も
に
挑
み
続
け
た
一
年
」、
私
に
と
っ

て
は
、
本
市
の
基
本
方
針
「
人
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を
強
く

意
識
し
た
一
年
に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
説
明
責
任
を
果
た
す
学
校
と
し
て
、
ブ
ロ

グ
を
開
設
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
毎
日
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

脇
本
小
学
校
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
来
年
度
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
４月 行事予定 

   ５日（火） 入学式準備 
   ６日（水） 新任式・始業式・入学式 
  ８日（金） 交通教室 
１1 日（月） 身体計測・視力検査（上学年） 

学級ＰＴＡ・PTA 専門部会 
１2 日（火） 身体計測・視力検査（下学年） 
１３日（水） 聴力検査（１・２・３・５年） 
１４日（木） 避難訓練（地震・津波） 
１９日（火） 全国学力学習状況調査（６年） 
       クラブ活動⑥ 
２１日（木） 防犯教室 
２２日（金） 知能検査 
２５日（月） トトロのへや読み聞かせ 
２６日（火） １年生を迎える会 
２７日（水） ＰＴＡ総会 授業参観 
       宿泊学習合同説明会（５年） 
 
＊春の全国交通安全運動（4 日～8 日） 
＊いじめ問題を考える週間（6 日～12 日） 
＊学期始Ｂ校時校時設定週間（6 日～12 日） 
＊給食指導強調週間（7 日～13 日） 
＊脇本っ子見届け週間（１８日～24 日） 
＊４月教材費集金（18 日～20 日） 

 

          

                                                  

 

  

           キャッチフレーズ  「花とあいさつと読書の脇本小」  「歌声の響く脇本小」  HP「脇本小」で検索 
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国語 社会 算数 理科 英語 

１年 102.2  100.6   

２年 103.2  106.4   

３年 109.2 110.6 106.4 111.0  

４年 113.4 105.8 99.6 109.5  

５年 104.6 111.8 113.6 111.8 104.8 

６年 108.4 100.4 104.4 114.2 107.6 

くろしお 

転出等の連絡のお願い 
 
 新年度に向けて，転
出される方は手続き
がありますので，早め
に担任にお知らせく
ださい。また，転入生
情報もありましたら
お知らせください。 
来年度の 1年生は 35

名，全校児童は 190名
の予定です。 

標準学力検査結果～学力向上の取組の成果～令和 3年 12月実施 

 数字は全国の正答率を

100 としたときの本校の換

算値です。本校は，全学年

で概ね良好な状況でした。 

 春休みは，進学・進級に

向けて今の学年の復習に

取り組ませてください。 

※ 個人票は学級ＰＴＡ

で配布済みです。 

郷土・脇本の海をきれいに（ふるさと美化活動） 

２月 28日（月），全校児童が下村海岸の美化作業を行いました。例年
は春の一日遠足で行うのですが，新型コロナウィルス感染症予防の観点
から実施を見送っていた活動です。きれいに見える海岸ですが，小さな
ゴミが落ちていました。３年生以上の代表者は，NPO法人脇本海岸ウミ
ガメ・シロチドリ会の大川内さんらの指導を受けながらマイクロプラス
チックの回収作業を行いました。このマイクロプラスチックは海を漂う
間に魚やウミガメが餌と間違って飲み込んでしまう被害が出ています。
最近は不織布マスクのゴミも多いそうです。故郷の海を守るため，自分
たちにできることから取り組んでいきます。 

   

第 9回新聞よむのびコンクール 学校賞受賞 
４～６年生が親子で取り組んだ南日本新聞社の「新

聞よむのびコンクール」で学校賞を受賞しました。ま
た，個人では６年生の二人がそれぞれ入賞しました。
今後も「若い目」や「子供のうた」の投稿に取り組ん
でいきます。保護者のみなさま御協力ありがとうござ
いました。 
・阿久根市教育委員会賞 
 6年 花木美優菜さん 
「避難の準備は大切!!」 

・出水地区販売所長賞 
 6年 池田 倫実さん 
「命の尊さとその表情」 

安心・安全な学校～不審者対応訓練～ 
 
３月初旬に教職員を対象とした不審者対応

訓練を行いました。刃物を持った不審者が１
年生教室に侵入したという想定で，担任役が
不審者と対峙しながら，子供役を避難させた
り，応援を要請したりしました。講師の脇本
駐在所のお二人から，警察 
官が到着するまでの時間稼 
ぎをすることが大事だと教 
わりました。これからもこ 
の訓練を生かしていきます。 

 


